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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、主に脳で発現するアデニル酸シクラーゼ遺伝子ファミリーのメンバーをコードしています。このタンパク質はカルシウム/カルモジュリン濃度によって制御され、脳の発達に関与している可能性があります。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2013年8月],触媒活性：ATP = 3',5'-サイクリックAMP + 二リン酸​​。,補因子：サブユニットあたり2個のマグネシウムイオンを結合します。,酵素制御：カルシウム/カルモジュリンによって活性化されます。Gタンパク質βおよびγサブユニット複合体によって阻害されます。,機能：これはカルモジュリン感受性アデニル酸シクラーゼです。中枢神経系の制御プロセスに関与している可能性があります。記憶の獲得と学習に役割を果たす可能性があります。,類似性:アデニル酸シクラーゼクラス4/グアニル酸シクラーゼファミリーに属します。,類似性:2つのグアニル酸シクラーゼドメインを含みます。,組織特異性:脳、網膜、副腎髄質。,
	研究分野
	プリン代謝、カルシウム、ケモカイン、卵母細胞減数分裂、血管平滑筋収縮、ギャップ結合、長期増強、GnRH、プロゲステロン媒介卵母細胞成熟、メラニン形成、拡張型心筋症、
	画像データ
	

	ADCY1抗体を用いたCOLO205細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	AシクラーゼIポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	AシクラーゼIポリクローナル抗体を用いたCOLO205細胞のウェスタンブロット解析

